「神様の翼」　詩篇91:4　　2012年11月25日(日)　聖日家族礼拝
1． 皆さんはお休みの日、どこかへ行きましたか？

　今日は、カニタロー君がパパと過ごした、ある休日のお話しです。

パパ「今日は休日、良い天気。カニタロー、どこへ出かけようか？」

カニタロー「パパ、ぼく動物園に行きたいなー。連れてって！」

　ということで、二人は動物園へ行くことになりました。

2． 動物園にはライオンとかゾウとか珍しい動物がたくさんいます。
3． キレイなキレイなクジャクもいました。

カニタロー「パパー、クジャクの羽ってきれいだねー。すごいなー」

うっとり見とれてしまうほど、クジャクの羽はとってもきれい！

4． こうしてカニタロー君とパパは、色々な動物を見て回りました。

でもその日はとっても暑い日でしたから、歩いて回るのも結構疲れたみたいですね。

5． 動物園を一周してきて、またクジャクのところに来たのですが。。。

カニタロー「あれー？さっきと全く同じ場所で、同じように羽を広げているね。ずいぶん疲れているけど･･･」

パパ「本当だね、今日はとっても暑いのに、日なたでずっと同じ格好をして･･･どうしたんだろう？」

そう思って、ふとその羽の、翼のところをよーく見てみたら、何とびっくり！

6． クジャクの羽の、その翼のかげで、子供がスヤスヤと気持ちよさそうに昼寝しているではありませんか！　そうです、そのクジャクは子供のために、暑い日なたにずっと立ちっぱなしで日かげを作っていたのです。
7． カニタロー「パパ、すごいね。クジャクの親子って、すごいんだねー！」

パパ「そうだね、それはまるで神様が私たちを愛していてくださる、そのものだね。」
8． 「神様の翼のもとに、あなたはかくまわれるのです。」詩篇 91:4

神様は私たちを愛してくださっています。今日のお話しは、ある動物園であった本当のことです。まるであの親クジャクが子供を暑さから守るように、危険から守るように、私たちをその大きな翼を広げて包んでいてくださるのです。この神様を信じて、これからも歩み続けましょう。おしまい。
